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「いつまでも、元気で安心して 暮らせる地域づくりは、みんなの願い」
令和６年度　予算

収　入 （単位：千円）

①補助金収入 81,329
②受託金収入 106,447
③助成金収入 12,123
④会費収入 5,567
⑤寄付金収入 8,152
⑥共同募金配分金収入 3,619
⑦介護保険事業収入 393,826
⑧就労支援事業収入 1,153
⑨障がい福祉サービス等事業収入 21,045
⑩その他の事業収入 22,191
⑪長期貸付金回収・積立金資産取崩収入など 13,720

収入合計 669,172

支　出 （単位：千円）

①人件費支出 480,886
②事業費支出 102,365
③事務費支出 69,018
④就労支援事業費支出 1,095
⑤長期貸付金・積立資産支出など 15,808

支出合計 669,172

総合センター
西本町四丁目５番２６号
電話　0824-72-7120
　　　0824-75-0345
FAX　 0824-72-8512

庄原地域センター
西本町四丁目５番２６号
電話　0824-72-5151
FAX　 0824-75-0084

口和地域センター
口和町永田４１５番地４
電話　0824-89-2320
FAX　 0824-89-7004

南部地域事務所
総領地域センター

総領町下領家７１番地
電話　0824-88-2796
FAX　 0824-88-2797

東城地域センター
東城町川東１１７５番地
電話　08477-2-0488
FAX　 08477-3-0051

西城地域センター
西城町中野１３３９番地
電話　0824-82-2953
FAX　 0824-82-7006

東部地域事務所
高野地域センター

高野町新市１１５０番地１
電話　0824-86-3044
FAX　 0824-86-7006

比和地域センター
比和町比和７９２番地
電話　0824-85-2300
FAX　 0824-85-7040

北部地域事務所

庄原市社会福祉協議会　各地域センター連絡先
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いつも明るく元気に皆さま
の笑顔に出会えるよう努め
てまいります。よろしくお
願いいたします。

寄
よ り え

江　亜
あ ゆ み

由美

「いつまでも、元気で安心して 暮らせる地域づくりは、みんなの願い」令和６年度
事業計画
　「住み慣れた我が家や地域でお互いを気にかけあい、支えあい、喜び（生きがい・役割）
を感じながら安心して暮らせる市民協働のまちづくり」を進めます。
　組織の充実を図り、効率的、効果的な組織体制構築と財政再建を図ります。

  １．身近な地域で相談しあえる体制を作る

  ２．多機関連携で課題解決の仕組みづくり

  ４．住民にとって身近に感じてもらえる社協づくり

（１）「人と人」「人と地域」をつなぐ支援を強化
（２）子どもからお年寄りまで気軽に集まり顔見知りになる関係づくりの支援
（３）集まり場や自治会活動支援の強化
（４）地域の困りごとを話し合える場を開催できる支援

（１）職員一人ひとりが相談窓口となれる資質向上
（２）専門職や関係機関（学校、ＮＰＯ、企業、福祉法人、医療機関、行政等）と情報共有と課題解決
　　  の体制づくり

（１）安定した組織経営を再構築する
（２）法人内連携強化
（３）専門性向上と人材育成と人材確保への早急な対応
（４）情報の発信力活性とわかりやすさ増進
（５）労働環境、労働衛生の確実な向上

  ３．ひとりぼっちに ‟ しない・させない” まちづくり
（１）多様性や個性を認めあい、その人らしさを ‟ まるごと” 受け入れられる地域共生社会を浸透させる
（２）重層的支援体制整備に向け積極的に提案を行う

今年度から常勤として勤務
させていただきます。引き
続きよろしくお願いしま
す。

「介護職員」という仕事に
やりがいを感じています。
よろしくお願いします。

常
じょうたい

泰　晴
は る か

香

髙
たかはし

橋　愛
あい

皆様の力になれるよう精一
杯頑張ります。

利用者さんの元気の素とな
れるよう笑顔で頑張りま
す！

山
やまさき

﨑　妃
ひ と み

都美

上
かみおか

岡　知
ち え み

恵美



4

庄原・西城

総領

第１回庄原市社協会長杯モルック大会を開催しました‼

～食べる場・しゃべる場・たまり場～“たべりば” へようこそ！

　庄原市社協では皆さんの集まり場の一助になればと思い、はやりのモ
ルックの貸し出しを始め、多くの方々に利用していただいています。
　大会では、サロンメンバーやお友達同士で作

　毎月１回開催している “たべりば” では、料理好きの住民さんた
ちが一緒に料理する料理チームと、毎月のテーマに沿った箸袋など
を作成するクラフトチームに分かれて活動しています。

ったチームも多く、59名の参加者で白熱した試合が繰り広
げられました。狙ったピンを倒したときにはハイタッチ、相
手チームのファインプレーにはお互いに拍手を送りあい、歓
声が響き渡っていました。
　今後も第２回、第３回と企画していこうと考えています。
モルックをやってみようと思われた方は、庄原市社協各地域
センターまでぜひご連絡ください！

【開催日】毎月第４木曜日
【時　間】10：00 ～ 13：00
【場　所】総領保健福祉センター
【問合せ】庄原市社協　総領地域センター
　　　　 Tel  0824-88-2796
●参加してみたい方・お手伝いしたい
　方は、お気軽にご連絡ください！

季節の食材を用いて
献立を決めていきま
す。そのうち一品は
栄養士さんにアドバ
イスいただき、栄養のバランスに
配慮したメニューも作ります。

市役所、自治振興区、
診療所の先生・看護師
さんも食事に参加され
るので、住民さんとの
貴重な会話の場にも
なっています♬

箸袋作りでは、総領自治
振興センター地域マネー
ジャー柳原さんの技術が
光ります。高齢者、認知
症の方、障害のある方も
参加され、楽しく作業を
行っています♬
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高野

西城

みんなの・わたしの地域食堂～ヒバゴン食堂の調理ボランティア～

高野地域支えあいづくりのつどいを開催しました！

　昨年度「人生はあっという間～子ども（人）の世話にならない、迷惑かけないとい
うものの～」と題して講演会を開催しました。加齢とともに気力も身体能力も衰えて
くる。元気を維持するためには、どんなときでも日ごろから自分を動かす意識を持つ

　西城地域のヒバゴン食堂は、みんなの地域食堂ですが、調理ボランティア
の皆さんも心待ちにされている場所になっています。
　「自分は何をすればいいかわからん」「大人数の調理をしたことがないしできるか

心配」と最初は言われていましたが、回数を重ねるうち調理にも慣れ、今では時間も余裕をもって
手早くできるようになりました。
　調味料の分量表はありますが、「もう少し醤油足してみていいかねぇ～？味見して」「この切り方
でいいんよね？」など、グループの中で話をしながら楽しんでいます。
　調理後は旬の野菜を使った美味しい昼食を食べながら反省会＆座談会。「ボランティアで来とる
けど、元気になって帰るんよね～。次回も楽しみじゃね！」と、ここでしか集まることのないメン
バーが、約２か月に１回の再会を楽しみにしています。

ことが大事。気力を保持して、元気でいようと講演していただきました。
　今年度は「みんなの力が地域を守る～一人ひとりが元気で
いるために～」をテーマに、地域で活動されている皆さんの
普段取り組んでいることやその思いを発表する場としました。
　「自分も地域のお世話になった、何か恩返しができれば」
と、30年にわたり地域のごみ拾い清掃をしている小瀧久
登さん（87才）は「高齢になっても何か役割はあるはず。
高齢者になっても支える側になれる。みんながんばろう！」
と力強く話されました。
　会場からは「誰にでもできる事があると自信が持てた。
力をもらった」「負けんように頑張りたい」と、大きな拍
手とガンバロウの声もあがり、共感が広がるつどいとなり
ました。

「サロンあすなろ」（男性料理教室）の皆さん
に手作りぜんざいを振る舞っていただき、普
段の活動のＰＲにもつながりました
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○補助金活用例（令和５年度）

古民家体験やまの家（山内地域）
●先人の知恵を未来につなぐ活動体験！
総事業費：91,768 円　内補助金額：50,000 円
　月に一度、昔ながらの里山の暮らしを四季の自然の材料を
使って古民家で再現し、体験活動
を行っています。
　３月には、石窯づくりとぼた餅
づくりを参加された皆さんと一緒
に、先人の知恵を活かしながら楽
しみました。

比和きずな会（比和地域）
●住み慣れた比和で自分らしい暮らしを続けていく
　ために
総事業費：50,000 円　内補助金額：50,000 円
　自身の健康を守り、ひきこもら
ず、繋がりを持って助け合う地域
づくりをめざして活動しています。
食事会やおでかけ、福祉大会など
の行事を通して住民同士の交流を
深めています。

子
育
て
支
援
セ
ン
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の
外
観
や

室
内
の
様
子
、
紹
介
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を
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載
♪

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
か
ら
、

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
お
悩
み
ま
で
、
気
軽
に
お
話

し
い
た
だ
け
る
身
近
な
相
談
窓
口

も
ご
案
内
し
て
い
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
や
一
時
預
か
り
、

民
間
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
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介

中身をちょっと
ご紹介します！

この他にも、子育て支援
センターや公園、図書館、
自治振興センター、市役
所、庄原市社協など、色々
な場所を記したＭＡＰも
掲載しています。

日中は子どもと二人きり。
子育て支援センターに
　出掛けるよいきっかけ
　　になりました。

子どもと一緒に出掛けられる
場所をあまり知らなかったの
で、とても
助かり
ます。
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（この事業は、赤い羽根共同募金を活用しています。）

小さな地域づくり活動応援補助金
　地域づくり、支えあいの仕組みづくり、世代間交流など、
地域で活動している小さなグループを応援しています。

①助成金額：５０，０００円
②助成対象：自治会及び地域の住民団体、学生サークルなど
　　　　　　が取り組む地域づくり活動
③対象内容： ・地域の支えあいのしくみづくり活動
　　　　　   ・地域課題の解決をめざす社会貢献活動
　　　　　   ・交流や定住を促進する活動
　　　　　   ・地域の園児から学生までの青少年を対象とし
                      た地域に学ぶ活動及び地域との交流活動

○受付期間：令和６年７月１日（月）まで
○申請方法▶事前にお問合せいただき、所定の
　　　　　　申請用紙でお申し込みください。
　　　　　　※申請用紙は、ホームページから
　　　　　　　ダウンロードできます。　
○お問合せ▶お近くの庄原市社協　各地域セン
　　　　　　ターまで

（この事業は赤い羽根共同募金を活用しています。）

《子育て世代応援プロジェクト☆つながる大作戦ポストコロナ》

（Ｂ５版・カラー・16ページ）

　孤独な子育ては、自身の心や身体の不調にもつながります。
　長いコロナ禍で悩みの相談ができず、友達をつくるきっかけを
逃してしまったという声をこの１年色々なところで耳にしました。
　庄原市社協ではそうした声を受け、市内の子育て支援センター
等のみなさんと一緒にアイデアを出し合い、この度、庄原版の子
育て情報誌を作成しました。

●住んでいる地域以外の子育て
　支援センターを利用できるこ
　とを知ってほしい。
●写真やメッセージで子育て支
　援センターの様子を伝えよう。

●ファミリーサポートやポイン
　トを絞って書くと伝わりやす
　く、相談につながるのでは？
●身近な相談窓口はどこにある
　のか、どんな相談ができるの
　かわかれば、相談しやすくな
　るのでは？

●結婚や出産で庄原に来た人はママ
　友も少なく、子育てに不安を抱え
　ている方も多い。
●ママ友、パパ友に限らず、友達作
　りに繋がる場所や催しの情報を入
　れよう。

ただいま、子育て情報誌配布中♫（庄原市社協各地域センターで配布中）

　この情報誌が “出かける・出会う・つながる・相談する” などのきっかけと
なり、子育て中のみなさんの笑顔につながることを願っています。どなたにも
無料で配布しておりますので、ご希望の方は下記までご連絡ください。

【お問い合わせ】庄原市社協　地域共生推進課　（0824）75-0345
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6月 19日（水）・7月 17日（水） 6月 28日（金）・7月 26日（金）

庄原市ボランティアセンター

　庄原市ボランティアセンターでは、ボランティア活動をしたい人とボランティアを頼みたい人をつなげる
活動をしています。このコーナーでは、庄原市ボランティアセンターの登録団体をご紹介します。

しょうばら花会議（代表：齊
さ い き

木 義伸さん）

　「花と緑のまちづくり」を合言葉に春と秋のオー
プンガーデン、備北丘陵公園（国兼池湖畔ログハウ
ス周辺）のボランティア活動、市内の小学校や各地
域団体へ寄せ植え・苔玉・フラワーアレンジの講習
会を行っています。
　花や緑に興味を持っていただき一鉢・一花でも庄
原に花が増え、多くの方に花を楽しんで頂ければと
思っています。「参加する人が愉快で楽しいこと」
を目標に、住んでよかったと思えるまちづくりをこ
れからもめざしていきます。
　花やガーデニングに興味のある方、
一緒に活動してみませんか。ホーム
ページで活動の紹介をしています！

庄原市ボランティアセンター　庄原市社協　地域共生推進課内 ℡ 0824-75-0345

第６回

紅梅通りまちなか広場にて

お問い合わせ

ボランティアの相談・登録については、お気軽にお問い合わせください。

庄原さとやまオープンガーデン 2024 春
５月 11日（土）～６月 16日（日）開催！
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（３月1日～４月１5日受付分）

令和６年５月

　社会福祉事業に寄付をお寄せいただ
きました。ここに、ご芳名を報告させ
ていただきますとともに、心よりお礼
申し上げます。寄付者ご本人の承諾の
もと、氏名等を掲載しております。
（順不同・敬称略）

本会への寄付金は、所得税・法人税・
県民税・市民税の寄付金控除の対象と
なります。

母

父

母

母

柿原　照子

若林　光男

政本ユキヱ

森田ナツ子

木屋原

比和

森脇

三河内

柿原　勝志

若林　隆志

政本　充治

森田　和之

父

父

母

妻

夫

母

森岡　隆夫

香川　高良

三上サカヱ

田村久美榮

堂面　泰造

田中　節子

上湯川

南

和南原

和南原

中門田

高暮

森岡　修一

香川　直人

三上　節男

田村　武

堂面　悦子

田中　新

　皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員
会費を、市内の地域福祉事業に貴重な財源として活用しています。
今後とも、ご支援の程よろしくお願いいたします。

（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当しておりません）

比和

比和

三河内

森長　秀夫

森山　一子

白幡千代美

三河内 滝本ツヤコ

戸郷町

川北町

黒永タズエ

香川　達

ヤマモトロックマシン㈱

庄原市総領地区総領町民生児童委員協議会

見舞い返しにかえて

一般寄付

“ひとりぼっち”をつくらない
つながる応援隊

伯母 澤田　君惠 川鳥 清水　幸一

養母

夫

母

夫

母

母

義母

母

父

父

母

父

妻

母

父

父

母

母

母

叔父

石橋美代子

加藤　静登

板倉　春枝

浜崎　則和

山内タマエ

三河内ミサコ

伊藤　正枝

根尾八惠美

守谷　喜昭

山田　弘章

河本　敏江

角川　九郎

菅原たまみ

植松サキエ

田畑　照光

藤田　輝雄

秋山　清香

是行マツヱ

酒井ミヨノ

平田　泰介

東本町

東本町

西本町

川手町

宮内町

永末町

高町

高町

川西町

峰田町

春田町

新庄町

上原町

山内町

平和町

高茂町

川北町

川北町

川北町

川北町

佐々木由架

加藤　鈴子

板倉　秀範

浜崎　弥生

山内　博行

三河内博善

原田　隆雄

船田　寛之

守谷　隆昭

堂元　徳子

河本　茂司

角川　典之

菅原　勉

植松　恵子

田畑　元

藤田　秀樹

秋山　一雄

是行　康孝

酒井　優

平田　明

匿名希望

義母

父

母

夫

父

父

伊藤テルヱ

寺岡　政德

川上　定美

松尾　泰祥

宮脇　希夫

佐々木利一

川西

川西

福代

小奴可

小奴可

兵庫県加古川市

伊藤　悦子

寺岡　直輝

川上　隆江

松尾きぬえ

宮脇　秀夫

佐々木良幸

父

父

父

石田　勝美

加藤　茂夫

髙瀬　元

三坂

入江

栗

石田　喜一

加藤　玲子

髙瀬　伸吾

夫

母

母

市山　勝彦

盛谷トミヱ

渋谷加代子

湯木

湯木

竹地谷

市山みち子

石風呂鈴枝

渋谷　和幸
香典返しにかえて

玉串料返しにかえて

第 65 回大会

口和 口和ゴルフ同好会

退職御礼として

東本町 谷川　真澄

退職御礼として

三次市布野町 安藤　正徳

三次市畠敷町 松本　好弘

長年親しんで頂き有難うござ

いました。庄原球友会親善大

会を解散する事になり大会費

残金を寄付致しました

中本町 森近　一
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久代地域に新しい風が吹いています♫
　結婚を機に東城へ移住し、久代自治振興区
の職員として活躍されている長田さん。サロン
や地域行事に参加している姿をよく見かけま
す。「ちょっと来てみて」「これはどうすればえ
えかねぇ」との地域の方の声かけに、忙しくて
も笑顔で応える姿が印象的でした。
　これまでもやってみたいと思った事を形にし
てきた長田さん。サロンでオシャレをテーマに
ハンドケアやマニキュアの講座を開催し、参加
者から「若返った！外に出るのが楽しみ♪」と
好評だったそうです。型にとらわれない自由な
発想で提案する長田さんと地域のみなさんと
の距離はすぐに縮んでいったのだと思います。
　昨年9月には、久代地域に限らず子育て世
代で交流できる、子育てサロン「久代であそ
ぼ！」を立ち上げられました。月1回、親子
10名ほどが集まり工作やクリスマス会など楽
しく活動しています。室内は広い和室、屋外は
ボール遊びができる広い環境で、のびのびと
過ごせる場所になっています。

　「ほんとは人見知りなんです。心ではいつも
緊張しちゃってて」意外な言葉に驚きましたが、
そんなかわいらしい一面も、地域の方に暖かく
迎えられている理由の一つなのだと思います。
　「みなさんの気持ちを大切にしながら、新し
いことにも少しずつチャレンジしていきたい」
長田さんは、地域にとって心地いい風のような
存在なのだと感じました。

東 城

総合センター
地域福祉コーディネーター　　賀島 和弥　

取材中も聞き上手で話し
上手な長田さん。地域の
方も「話したい、接したい」
と自然と惹きつけられる
のかもしれません。

長
な が た

田　由
ゆ り な

里菜さん

昨年のクリスマス会の様子

地域に自生する福寿草のＰＲも積極的に行われています


